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第七次福井市総合計画審議会 専門部会 第２部会（第３回） 

■日  時：平成 27 年 12 月 16 日（水）14:00～16:00 

 

■場  所：福井市役所 第２別館２階 22（Ｂ）会議室 

 

■出 席 者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

 

１．開会 

事務局（山本総合政策室副課長） 

    委員の皆様方におかれましては、大変お忙しいところご出席をいただきまして、誠にあ

りがとうございます。なお、本日は豊田委員と内藤委員のお二方よりご欠席のご連絡を頂

いておりますので、報告させていただきます。 

    それでは早速でございますが、審議の方に移りたいと思います。田村部会長、すみませ

んがよろしくお願いいたします。 

     

２．審議 

基本目標２「みんなでつくる住みよいまち」について 

【資料】・第七次福井市総合計画（案） 

田村部会長 

    それでは早速審議に入らせていただきます。まず前回の審議内容の確認と配付資料につ

いて、事務局より説明をお願いします。 

事務局（松田総合政策室主査） 

総合政策室の松田と申します。座って説明させていただきます。 

まず全体的な資料の構成なんですけれども、上の緑の枠で囲んである部分が政策となっ

ています。その下が政策に関する現状と課題です。それらの課題を受けて、右側の方に施

策というかたちになっています。 

変更点として、現状と課題が視覚的につかめるようにグラフなどを入れております。た

だ、今グラフのデータは仮のもので、精査が必要なんですが、イメージで入れております。

現状と課題を分けて表記しまして、さらに右側にある施策との関連がわかりやすくなるよ

うに変更しております。 

続きまして政策４の説明をさせていただきます。こちらの政策４は主に市民の活躍です

とか、男女共同参画、多文化共生、ボランティア、市民協働まちづくりに関する政策です。

施策の順番がこれまでと変わっておりまして、人に関する施策、女性とか外国人との多文

化共生というものと、そしてまちづくりに関するものと順番を整理しております。以前ま

で消費生活に関する施策がこちらの政策の中に入っていましたが、政策７の方に防災とか

防犯に関する政策がありまして、そちらの方に移動しております。この中では、主にリー

ダー的立場の女性を育成するといったような議論があり、施策①の方に反映しております。 

ここに入っているデータは、自治会加入率の推移というものを挙げております。ここ
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10 年ほどの推移ですが、最近では集合住宅とかに二世帯住宅が増えておりまして、世帯

数が減っていることもあって、加入率としてはずっと低下の傾向にあることが示されてい

ます。説明については以上です。ご議論の方をお願いします。 

田村部会長 

ありがとうございました。それでは、今ご説明いただいた政策４の方から一つ一つ追っ

てやっていきたいと思いますので、政策４のところで皆様が何かこういうことというのが

ございましたら。今回で政策、施策のことは最終のかたちとなりますので、ご意見をお願

いしたいと思います。 

政策４のところでございます。現状と課題で分けていただきました。その課題の中で施

策が１つずつ、課題①「家庭、地域、職場の中で、誰もが持てる力を発揮し、協力し合う

社会の推進」というところは、施策①「女性が輝く社会の実現を目指すとともに、男女共

同参画を推進する」。課題②の多文化共生のところは、施策②の多文化共生。課題③のボ

ランティアのところは、施策③の力を出し合いと。課題④の地域活動の担い手のところで

は、施策④の住民が主体となったまちづくり。このようになっております。課題を設けて

それに対する施策を挙げておりますが、皆さんのご意見等ございましたらお願いいたしま

す。 

下畑委員 

意見といいますか、質問も含めてなんですけど。住民が主体となったまちづくりを進め

る、住民主体のまちづくりを促進するという中で、市長が今回の市長選挙の公約に、担当

職員を地域に配置する、地域担当職員配置をやるということを言って、来年の４月からそ

ういう体制になるんだと思うんですけれども、これはどういう目的でされるのか。それが

また施策④の「住民が主体となったまちづくりを進める」、またはボランティア活動の目

的ですね、それがどこに位置づけられているのか。もしもその文言を入れた方がいいのな

ら、新しい施策ですけれども、今後５年間の中でそれが新しい施策として入ってくるのな

ら追加してもいいのかなと思ったんですけれども。それは最近言われたことなんですけれ

ども。 

事務局（山田総合政策室長） 

市長の「私のビジョン」ということでいろいろ書かれている中で、いろいろ取り込める

ことは七次のこの計画の中にも入れたいとは思っています。またうちの方でも総合計画の

書きぶりを全体として再整理する必要があるんですけど、大きく全然違う方向性にはなっ

ていないと思うのですが、ちょっと整理をしたいと思っています。 

その中で、今言われている地域担当職員制度というものなんですけど、今回総合計画の

第１部会のところで、新たに地域づくりということを大きく挙げています。地域づくりと

いうようなところで、もし担当職員制度まで、それは実施の話なので、そういう制度的な

話は実施の中に入れればいいと思うんですけれど。まちなかの中心市街地の整備とともに、

地域づくりは大事だという観点でその辺は仕上げていますので、市長のビジョンのニュア

ンスを少しその辺に入れることはあるかなと思っています。こことも若干絡むので、その

辺はうちの方でも再整理させてもらいます。 

下畑委員 

何の目的なのか、中心的な面がちょっとわからなかったので。地域づくりなのか。これ

はまちづくりと書いてありますから同じなのかもしれないね。 
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事務局（山田総合政策室長） 

全体で。 

下畑委員 

何をするのかなって。 

事務局（山田総合政策室長） 

その辺はちょっと。 

下畑委員 

これからだね。 

事務局（山田総合政策室長） 

これからだと思います。 

下畑委員 

それにしてもどこかに入れた方がいいかもしれないね。具体的に。 

事務局（山田総合政策室長） 

そうですね、もうちょっとこの政策の中に落とし込むという手もありますし、この前段

階のところ、一番出だしの全体の方向性の話の中で、地域とかそういうところを考えると

いう、まとめ方ですけど、そういうことも考えています。 

あと１点、ごめんなさい。このデータがありますよね、仮データと書いてある。ここに

ついては今悩んでいるんですけど、今現在どういう現状があるのかというのを押さえると

ともに、今後のこの政策を評価する上でのデータにもしたいと思いますので。今例えば、

自治会加入率のこれをぽっと置いておいてもわかりにくいなと思っています。そのあたり

は他の部会でも一緒なんですけど、データのところは今整理をしていますので、これをこ

のまま入れると思わないでいただきたいなということでございます。 

田村部会長 

よろしいでしょうか。 

下畑委員 

はい、いいです。 

田村部会長 

他に何かございませんでしょうか。文章の面でも結構です。 

家接委員 

今のまちづくりというところで、職員の方が地域を担当されるという話なんですが。私

は数年前に先進地を視察ということで、市役所のちょっと課は忘れたんですが、愛知県半

田市の方へ寄せてもらったことがあるわけです。そのときの会合の中で、市の方から職員

が派遣されて、その方針は市の財政も非常に厳しいから、予算的な面でなくマンパワーで

いろいろな面で話し合いましょうということで、職員の方が地域に出向いてそういう中に

入ってらっしゃるという話を聞きました。そのときに、やっぱり金だけでなく、そういう

面からもいろいろ支援していただくのは非常にいいことだと感じましたので、その辺も十

分ご検討いただきたいと。 
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事務局（山田総合政策室長） 

地域によって課題が違うと思っているので、その辺そういう担当職員制度をつくって地

域ごとにどういう課題があるのかを丁寧に見た上で、いろいろな施策に活かしたいという

意図だと思っています。今そういうものの具体化を考えていますので、よろしくお願いし

ます。 

田村部会長 

よろしいでしょうか。 

平副部会長 

今の地域担当職員制度ですが、市長さんのあのビジョンを読みますと、別の項目に従来

の集落支援とか地域協力隊というのが入っているので、かなり今度は突っ込んだかたちの

職員配置かなと、福祉の方からも期待してしまったんですけれども。地域の事情に合った

助言を行う、地域の課題解決に当たりますとはっきり書いているので、かなり地域に特化

した生活からすべてを含んだかたちで応援していただける、そういう人が配置されるのか

なというすごい期待感を持ってお話を聞いていたのですが。 

事務局（山田総合政策室長） 

その辺は市長の考えをじっくり聞いて具体化していきたいと思っているんですけど、き

め細かくやっていきたいという思いでそういう制度をつくりたいということなので、それ

に沿ったかたちでの具体化になるかと思います。 

下畑委員 

どちらにしても住民が主体となったまちづくりを進めるので、行政が主体となったまち

づくりを進めるわけではなく、助言としてその住民主体となるような体制をぜひその中で

はしてほしいと思います。特に福井県は、鯖江市は市民協働が進んでいると盛んにいわれ

て、福井市と比べられているところがあるので。福井市はなかなか住民が主体となってと

いう言葉はありますけど、特に地域担当で入った職員がその地域のマンパワーをどう活か

して仕事ができるのかというところを頑張ってほしいです。ただ声を吸い上げるだけじゃ

なくてね。他のところもよく見てもらって研究してほしいと思います。 

田村部会長 

よろしいでしょうか。西川さん、何かご意見がございませんか。 

西川委員 

特にはないですね。 

田村部会長 

何か文章のところでわかりにくいところがありましたら、またおっしゃっていただきた

いと思います。眞弓さん、よろしいでしょうか。これが最終なので、次に進んでしまいま

すけれども。よろしいですか。 

では、今の住民主体となったまちづくりを進めるというところで、文章なんかをいろい

ろと考えてくださるということで、職員担当というような言葉が出てきましたので、それ

を織り込むような。 

 

事務局（山田総合政策室長） 
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その辺はご意見を伺ってどうするのか、ちょっと考えさせていただきたいと思います。 

眞弓委員 

１つだけ。自治会加入率の推移のデータですけど、これは一軒家とマンションを分けて

あるとかそうじゃなくて、全部ひっくるめたやつですよね。 

事務局（山田総合政策室長） 

ひっくるめたやつです。 

眞弓委員 

だからマンションが増えてくれば、当然下がってくる。 

事務局（山田総合政策室長） 

そうですよね。 

田村部会長 

よろしいでしょうか。では政策５の方に行きたいと思いますが、説明の方をお願いいた

します。 

事務局（松田総合政策室主査） 

政策５について説明いたします。こちらは福祉に関する政策となっております。前回ま

で政策５が環境に関する政策で、政策６が福祉に関する政策となっていたんですけれども、

ちょっと順番を変えまして、人に関わる政策を前に持ってきたかたちとなっています。施

策の順番なんですが、前回と変わっていまして、健康づくりに関する施策、子どもに関す

る施策、高齢者、障がい者、生活への支援と整理をしております。こちらの議論では、認

知症の早期発見ですとか、地域包括ケアの推進ですとか、生活困窮に至る前の支援が必要

といったような話がありまして、それぞれ施策の①、③、④の方に反映しております。 

データについて説明しますと、左側の方が保育園の入園状況ということで、ここ 10 年

あたりの保育園入園の状況を表しています。就学前児童数に占める入園割合が伸びていま

して、保育園等の需要が増えていることが読み取れます。右側の方が、国民健康保険に加

入している方の特定健康診査の受診率の推移となっております。こちらは国民健康保険に

加入している 40歳以上 75歳以下の方の受診率を示しております。生活習慣病の早期発見

には、受診率を上げることが有効かなと思っております。資料については以上です。 

田村部会長 

ありがとうございます。政策５でございます。前回の資料では政策６がこれになってい

ましたが、５と６を入れ替えたということで、５の方に福祉を持ってきたということです。

政策５「すべての市民が健康で生きがいをもち安心して暮らせるまちをつくる」というこ

とです。 

同じく現状と課題となりまして、こちらの方で何か文章等細かいことでも構いませんの

で、何かここはわかりづらいわというところがありましたらお願いいたします。施策①に

生涯にわたる健康づくり。②に子どもが健やかに生まれ、③は高齢者の生涯、④は障がい

者、⑤は生活困窮者のことでございます。 

 

家接委員 

よろしいですか。私は地区の社協を担当しているもので、どうしても高齢者の社会参画
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とか、安心して暮らせる環境をつくるということにいつも取り組んでいるわけです。 

地域包括ケアですね、これはちょっと聞いた話では、今度地域包括センターが増えたと

いうことで、その中に市の直轄のセンターが１つ、直轄というか市が関連している。それ

は何か方針があってそうされたと聞いているのですが。私以前にもお話させてもらったの

ですが、地域包括センターというのは非常に温度差があると感じておりまして、これは市

からの委託ということで一生懸命取り組んで、社会福祉法人や医療法人の方が包括センタ

ーをやられているわけなんですが、非常に温度差があるんですね。今回増えたことによっ

て、ちょっと私はどこだったか忘れてしまったんですが、１つ市が関連した包括支援セン

ターが入ったということで、ちょっとした方針があってそうされたと聞いたのですが。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

大変よくご存じで、恐縮です。家接委員さんがおっしゃったように、９から 13に増や

しました。当然今市長のビジョンにもありますように、地域に根差した、きめ細やかに丁

寧に地域の課題を拾うという関係もありまして、やはり地域を細かく分けて、包括も増や

して丁寧な高齢者福祉サービスを。将来的には高齢者に限らず、子どもさん達、障がいを

お持ちの方達を含めた総合的な福祉サービスの拠点をと、国も推し進めていますので、そ

ういうことが想定をされてスタートを年明け４月から、よーいドンで開始いたします。 

それと、包括の温度差のお話がありましたけど、そういう声もたまにお聞きします。全

体的に大きなお声ではないのですが、たまにお聞きします。それらも、今回全部９つの包

括を白紙で、公募で、新たな医療法人、社会福祉法人の参画をいただきまして、横並び一

直線で今からスタートいたします。市の方でも、サービスに無駄というか差が出ないよう

に、新しい法人さんに熱意を持って取り組んでいただきますし、私どもも地域差、温度差

がないように研修等も含めまして進めていきたいなと思っています。 

それから、最後の１点の行政直轄の、直営のというお話で。これは以前からそういうお

声があり、１つぐらいは行政が直営、直轄でしていただいてもいいんじゃないだろうか、

そこが引っ張っていくようなかたちで。やっぱりグループですと、リーダー的な、ボス的

な存在は、こういう人間社会の中でもありますので必要かなというのがあります。そうい

う面で直営で１つぐらいはやっていただいて、民間ができない部分、別に直営が上で民間

が下というのではなく、民間は採算がありますので、手が出せないエリアがあれば、そこ

は行政がフォローしていくというかたちでやっていただきたいというお声がありました

ので、今回１つさせていただくようなかたちになりました。 

田村部会長 

ありがとうございます。次、よろしいですか。 

家接委員 

はい、ありがとうございます。 

田村部会長 

13 の中の１つということで理解すればいいんですね。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

そうです。 

下畑委員 

文言のことなんですが、施策①と②でよく似たフレーズがあるので。私、読んでみて同
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じことを書いてあるなら２つもいらないのではないかと思ったんですね。というのは、施

策①３つ目のポツに「妊娠期から子育て期にわたる様々なニーズに応えられるよう、関係

機関との連携を強化し、子育て世代への充実を図ります」とあります。これは生涯にわた

る健康づくりを支援する中に子育て世代の支援が入っていますね。②の「子どもが健やか

に生まれ育つ環境をつくる」の中にも、２つ目のポツに、同じように「結婚、妊娠、出産、

子育てへの切れ目のない支援を行い、若者が結婚や子育てに夢と希望を持てる環境を整備

します」ということで、同じ言葉が施策①の中に入りまして、たぶんこの言葉は②には妥

当だと思いますけれど、生涯にわたる健康づくりを支援する中にはこの言葉はどうなのか

なとちょっと思ったんですね。同じですよね。だからここは何か違うことに変えてもいい

んじゃないかと思ったんですが、どうでしょうか。 

事務局（山田総合政策室長） 

ご指摘のとおりかなと思いますので、またちょっと検討させてもらって、②の方が中心

になると思います。 

下畑委員 

そうですよね、②が中心ですよね。 

私は今国体もありますから、健康づくりで１日 30分運動しましょうと言っているので。

特に生涯スポーツの振興は国体の中にもありますよね。これから健康づくりということで、

ちょうど第七次には国体も入ってきますから、何かそういったスポーツに関わったことも

文言として入ったらどうなのかなと。国体前後ということで。 

田村部会長 

一人一スポーツということ。 

下畑委員 

そういえば一人一スポーツ運動というのもありましたね。これは提案なので、皆さんの

ご意見をまたお聞きしたいと思ったんですけれども。 

事務局（山田総合政策室長） 

ちなみに、第４部会の教育のところで、そういう生涯スポーツみたいなところでは挙げ

てはいます。 

下畑委員 

そうですか、第４部会で入るんですか。 

事務局（山田総合政策室長） 

はい。ただ、健康とスポーツは密接な関係があるということで、ちょっと入れておいた

方がいいんじゃないかという話があればまた考えますけど、一応国体絡みの話は第４部会

の方で入ります。 

下畑委員 

第４部会に生涯スポーツがありますね。なるほど、わかりました。ここに入っています

ね。 

 

眞弓委員 

文章の「てにをは」の件なんですけど、いろいろな点でちょっと読みにくい文章がある
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ので、ご検討いただいたらどうかと思います。 

まず施策①の認知症のところですけど、認知症とその他の疾病の早期発見と重症化予防、

ここまでが１つのセットで、それから生活習慣改善と、２つになると思うんですが、少し

書き方を工夫していただいて、認知症や他の疾病の早期発見と重症化予防、生活習慣改善

を支援しますとか、そういうのがあるかなと思います。 

それから、「健康への意識を向上し」というのは、誰が向上するのかなと、主語と述語

の関係がよくわからないので、健康への意識の向上を図りとか、そういう文言の方がいい

のかなと思ったりしています。 

細かいことばかりですが、⑤の「生活困窮に至る前への支援」、意味はよくわかるので

すが、生活困窮に至る前段階での支援やとか、そういうわかりやすい言葉がもうちょっと

あるのかなと思うので、少し工夫をいただいたらどうかと思いました。 

田村部会長 

よろしいでしょうか。もうわかっていますか。 

事務局（山田総合政策室長） 

わかりました。 

平副部会長 

施策⑤と⑥ですけれども、例えば⑤の方、すいません、③ですね。③２つ目のポツのと

ころなんですが。あれ、これは違うんですかね。 

田村部会長 

恐れ入ります。前回にいただいていたものよりちょっと変わって、順番も変わっている

んです。 

平副部会長 

高齢者の中に、「社会参加」という言葉が消えたんですかね。 

事務局（山田総合政策室長） 

高齢者の２つ目のポツのところは、高齢者の方のいろいろな活躍ということを言いたい

んですけれども、単なる社会参画というよりも、広い意味ではそれも社会参画なんですが、

ここに書いてあるように、技術とかノウハウを活かして就労も含めてということで、ちょ

っと強調したいということで。重要な点かなと思うので。高齢者に社会貢献していただく

というようなところで、ちょっと文章を変えたと思います。 

平副部会長 

元の文章で考えていたのですが、就労とかボランティア活動というのを具体的に入れた

らいいのかなと思ったのですが。社会や地域で活躍するそのかたちとしては。 

それともう１つ、施策④の障がい者の方も、自立して支援となるとやっぱり就労が必要

になってくるのかなと。 

事務局（山田総合政策室長） 

具体的にということですね。 

田村部会長 

就労の言葉をどこかに入れたらいいのではということですね。 
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事務局（山田総合政策室長） 

ちょっとそのあたりは考えさせていただいて。そういう意味も含めてということなんで

すけど、もうちょっとはっきりと書いた方がいいんじゃないかということであれば、また

修正したいと思います。ちょっと考えさせて下さい。 

田村部会長 

他にございませんでしょうか。 

私の方から１つお聞きしたいんですけど。精神科の先生がよく言われるんですけど、障

がい者の中に含めてもらえるのかということをお聞きしたことがあるので。そううつ病み

たいな障がい者の人が就労する場合の支障や、周りの人が精神的に病んでいる人を障がい

者として扱ってくれるのかという問題を、精神科の先生からお聞きしているので。そうい

うところはどのような扱いというんですか。 

事務局（山田総合政策室長） 

障がいのある人の定義。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

部会長がおっしゃるように、いわゆる認知症とか、うつ病とか、それからノイローゼと

か、大きな社会現象としてクローズアップされております。広い意味では発達障がい、発

達障がいというのは下畑委員もご専門でいらっしゃいますけど、今まではどちらかという

とお子さん方を対象にそういう言葉が使われておりましたけども、成人期になりましても

なかなか社会に出ていけない、うちに引きこもりになりがちとかで、成人の方にもそうい

うお困りの方がいらっしゃるんです。 

そういう方も含めて社会全体で支援するという施策の中で、手帳をお持ちであれば従来

から障がい者としての障がい福祉サービスがありますけれども、手帳をお持ちでない方も、

いわゆる医療機関とか福祉施設の診断の中でそういう発達障がいに含まれる、またそこに

至る前の段階でもいろいろ医療と福祉の複合したサービスを今行いつつあります。 

部会長がおっしゃるように障がいに含めるというのではなくて、障がいじゃなくても、

手帳をお持ちでなくても、いろいろ支援をしていく施策は国も県も市も持っておりますの

で、これから広く浸透していくと思います。すでに小さなお子さん方にはあるんですけど

も、それを成人になってもと、対象のエリアを今ぐっと広げている途中です。 

田村部会長 

ありがとうございます。政策５ですが、よろしいでしょうか。施策①では、３つ目のポ

ツのところで何か検討してほしいということでございまして、②のところの２つ目のポツ

のところと連動しているのではないかということで、検討してほしいということでござい

ましたね。 

それから眞弓委員がおっしゃった①の文言の方も、またお願いしたいと。それから③の

ところでは、平副部会長の具体的にどのように参加していくのかというのも、何かござい

ましたら。 

事務局（山田総合政策室長） 

いろいろご指摘を受けたところは直しまして、さらに文言のおかしいところがないかこ

ちらの方でまた精査しますので、お願いします。 

田村部会長 
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それでは政策５はよろしいでしょうか。ご発言がなかったんですが、西川委員、よろし

いでしょうか。 

西川委員 

いいですよ。 

田村部会長 

それでは政策６の説明をお願いいたします。 

事務局（松田総合政策室主査） 

政策６は環境に関する政策になっております。こちらでは低酸素社会の形成に関しまし

て、自転車の活用ですとか循環型社会の形成とかのご議論がありまして、施策②の方に反

映しております。あと、すみません、データなんですけれども、グラフの横軸の年度の数

字と総排出量の数字が重なっていまして、見にくくなっていて申し訳ありません。これは

ごみの排出量の一人１日あたりの推移を表していまして、近年横ばい傾向が続いていまし

たが、平成 26年度の数量というのはちょっと減っております。以上です。 

田村部会長 

ありがとうございます。政策６環境についてでございますが、同じように現状と課題の

ところから施策を出しておりますが、皆さん、何かお気付きの点がございましたらお願い

します。 

この環境の方は、組織じゃなくて市民で連携していくということなんですね。「市民、

企業、団体、行政」と。政策４のところは「市民組織」ということになっているんですが、

これは市民一人ひとりがということ。 

事務局（山田総合政策室長） 

ごみは家庭というのもあるので、そうしてはいるんですけども。 

下畑委員 

１点、これは前回のところと変わったかなと思うんですけど、街路樹の取り扱いが変わ

りましたね。前の政策の主な内容のところを見ると、「街路樹の整備など、都市部におけ

る新たな緑を増やし、みどり豊かな都市環境をつくる」と。特に中心部に関して緑を増や

そうというのが、ここでは街路樹の取り扱いを維持管理にとどめて、政策①で「水とみど

りが豊かな都市環境を守り育てます」ということに。これでいいと思いますけども、捉え

方がこういうふうに今まで議論がなかったところですけども、新たにつくったものは街路

樹の捉え方が変わったんだなと思いました。これは何かありますか。 

「増やす」から「維持管理」と変えて、潤いのある都市環境（「みどりが豊かな都市環

境」）という言葉で置き換えたということですね。これは公園課の方のご意見が入ったの

かもしれないけど、もしかしたら。 

事務局（山田総合政策室長） 

維持管理を行いますだけだと、確かに新たにみどりを増やすというイメージではないで

すよね。整備すると書いてないですし。 

 

下畑委員 

ないです。だから最初のイメージと変えちゃったんだね、そちらの方が。意図的なもの
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なのか、議会でさまざまな意見が出たのでこうしたのか、その辺が何もわからずに、ただ

ぽんと資料だけ持ってきて説明がないということです。 

事務局（山田総合政策室長） 

施策①の中では「水とみどりが豊かな都市環境を守り育てる」というのが施策のタイト

ルなんですよね。それをやっていくために「街路樹の維持管理」と言い切っちゃうと、確

かに増やすというイメージに捉えられないので、市は維持管理をしていくだけで、もう増

やさないとは言っていないので。この辺は文言整理します。維持管理に止めてしまうと何

か変な気がしますので。 

下畑委員 

「水とみどりが豊かな都市環境」なのに、街路樹は維持管理。 

事務局（山田総合政策室長） 

だからそれはおかしいと思いますので。 

下畑委員 

いろいろなところに気を使った言葉だとは思いますけど。 

事務局（山田総合政策室長） 

維持管理や新たなとか、そこは維持管理だけに止めるという意味では全然こちらもない

んですけども。 

下畑委員 

ただ、維持管理は大事ですよね。毛虫やいろいろな街路樹に関する苦情があちこちにあ

るからね。 

事務局（山田総合政策室長） 

街路樹のそういう調査も福井市は何年か前にしていますし、どうするかということも考

えている中での話なので、ここの維持管理で止めてしまうともうやらないと思われると困

るので、そこは下畑委員のご指摘のところ、別に前と変えた覚えはなかったので、文言を

ちょっと変えたいと思いますのでお願いします。 

田村部会長 

ご理解いただけましたか。よろしいですか。 

下畑委員 

いいです。 

田村部会長 

その他、何かございませんでしょうか。 

眞弓委員 

３Ｒですけど、このごろは４Ｒと言うじゃないですか、リプロダクション（Reproduction）

か何か、１個加えて。３Ｒですか。 

 

事務局（石川市民生活部次長） 

うちの方は、４Ｒということもありますけども、３Ｒの左側に、ごみの発生抑制（Reduce
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リデュース）、再使用（Reuse リユース）、再生利用（Recycle リサイクル）の３つを挙げ

ているんですが。４つというよりは、特にまず一番大事なのはごみの発生抑制でしょう、

その次に再使用でしょう、そしてリサイクルという順番になってくるんでしょうというこ

とで、その３つを挙げさせていただいています。４Ｒという言い方も当然ございますけど、

福井市のごみ関係の政策としてはこの３つを挙げて、環境基本計画もそうですし、今年２

月に策定しましたごみの方の計画、そういったものの中でも３Ｒでうたっております。 

田村部会長 

眞弓委員、よろしいですか。 

眞弓委員 

多い方がいいかなと思っただけのことですから、別に３でいいんだとおっしゃるなら３

でいいんです（笑）。 

事務局（山田総合政策室長） 

リフューズ（Refuse）ですか、４のもう１つは。 

眞弓委員 

もう１つはリプロダクションを使うんですかね。何を使うんですかね。 

事務局（山田総合政策室長） 

リフューズですか。不要なもの。 

眞弓委員 

リデュースは一番大事なことなので、これはリデュースでいいと思うんですけど、この

３つ以外でもう１つＲが付いた言葉で。 

事務局（山田総合政策室長） 

リフューズで。 

眞弓委員 

リフューズを使うんですか。そうですか。幾つかあるんですよね、いろいろな。 

事務局（石川市民生活部次長） 

リサイクルより先にするという。 

事務局（山田総合政策室長） 

レジ袋いりませんとか、ああいうやつ。 

眞弓委員 

そちらの方を行政的には使われる。なるほど。僕らの世界はまたちょっと違うＲを使う

ので。 

事務局（石川市民生活部次長） 

ごみは一応この３つで。 

眞弓委員 

リフューズか。断る、ですか。 

下畑委員 
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前回の説明から変えたところが、３Ｒのごみの推進や、前は「モデル地区を設置し、循

環型社会の形成を目指す」ということで、田村部会長がお勧めのモデル地区だったんだけ

ど、このモデル地区は結局結論的に取ってしまったっていうことですよね。 

田村部会長 

前回は赤で。 

下畑委員 

前回、これは赤で説明したんだね。 

事務局（石川市民生活部次長） 

申し訳ございません。正直に申し上げますと、今のところそういったモデル地区という

具体的な構想がないものですから、削除させいただきました。 

田村部会長 

私の方から１つお聞きしたいんですが、施策②の環境への負荷のところで、一番下ポツ

の「資源物及び廃棄物を適切に処理し」というのは、どういう具合にというんですか、数

値的に何か出てくるというものがあるんでしょうかね。その辺をちょっとお聞きしたいん

ですけど。 

事務局（石川市民生活部次長） 

「資源物及び廃棄物」ということで、当然廃棄物の中に資源物も含まれて出されてくる

ようなものがあります。例えば具体的に言いますと、燃やせるごみとして出している中に、

リサイクルで出していただける新聞紙とか雑誌とかはいいんですけども、雑紙ですね、封

筒であったり、こういったコピー用紙であったり、さまざまな紙があります。例えばこう

いったものを適正に分別して、資源物という側に持ってきましょうという意味で「資源物

を適切に処理」と。 

廃棄物は廃棄物で燃やせるものは燃やせる、先ほどの発生抑制もそうですが、再使用で

きるもの、それからリサイクルできるものということで、そして燃やすのも適正に燃やす

というような意味で、資源物を適切に処理しましょう、廃棄物も適切に処理しましょうと。

資源物の中にはプラもあります。プラというのは容器包装のプラですね。ペレットとかに

再生して、さらにいろいろなもの、パレットとか、ビニールの袋とかそういうものに再生

します。そういった意味で資源物を適切に処理する、廃棄物も不法投棄なんかをなくして

きちんと燃やすものは燃やすというようなことで挙げております。 

田村部会長 

ありがとうございます。前回か前々回のときに眞弓委員は、紙おむつのことをおっしゃ

らなかったですか。違いますか。ごみのことをちらっとおっしゃいましたね。 

今、雑紙とおっしゃったんですけど、雑紙の回収はやっているんですか。 

事務局（石川市民生活部次長） 

市民生活部の清掃整備課というところでいろいろな活動をやっておりますけども、資源

物として集団回収、そちらに今の封筒とかコピー用紙とかいうたぐいのものを出してくだ

さいということで、ご案内させていただいております。集団回収のちらしの中に、できる

だけ雑紙も回収しますということで、文言を入れてほしいとお願いをしているところです。

本年度になってからそういったものを再生に回すということに力を入れてきましたので、

今始まったといいますか、さらに力を入れてやっているということです。 
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それから今の紙おむつですが、やり方によっては再生が可能ということなんです。そう

いったことをやっている自治体もあるそうですが、やはりコスト面のことがありますので、

紙おむつまで手掛けていない自治体の方が今のところは多いということなんです。 

田村部会長 

ありがとうございます。よろしいでしょうか、また他に気付かれたことは。 

環境教育のところは、これは「自ら考えて行動できる人づくり」のところへ入るという

ことですね、環境教育に関しては。すみません、それでよろしいでしょうか。環境教育の

方は施策一番下の③のここの中でということですね、環境学習。 

環境の学習というのは、子どものときは指導者が学校の先生で、大学は専門的にやる生

徒さんがいらっしゃるので、教育はぽんと間が飛んでも、子どものときと大人になってか

ら、大学生になって環境に取り組む子どもたちがいるのでいいんです。しかし、中学校と

か高校とか、受験勉強のときの間がちょっと飛ぶので、その育成をずっとしていってほし

いかなと。 

ずっと子どものときに川をきれいに掃除していた小学生が、大学できちんと勉強してい

けばいいですけど途中でなくなるかなと。受験勉強でなくなってしまうのかな、関心があ

ってもそこら辺がいかないのかなということがいわれていますので、その辺を授業の中で

環境学習とか、地域の大人たちの学習の中に入るとか、そういうことで理解しておけばい

いんですね。 

事務局（石川市民生活部次長） 

教育委員会の方とも関わりはあるんですが、まず学校教育関係で申しますと、どうして

も所管が小学校、中学校となりまして、高校から上は県の所管になってしまいます。そう

いったところで、できるところはやっているという部分で、小中学校の中で環境学習とい

うのをやっております。 

特に環境学習を通じたＥＳＤということもいわれておりますので、そういった取り組み

に力を入れてやっていきたいと思います。地域や学校などの環境教育という部分で、専門

家を派遣して公民館などでそういった取り組みをしていただくとか、ごみ関係でいいます

とごみの分別とかそういったものも、要請があればうちの職員が行ってそういったところ

で学習会をやる、そういうふうなこともやっています。 

他にも、確かに途中が若干飛びますが、市民向けにはみんなの環境学習、これは一般市

民向けです。福井環境ゼミナールというのは、みんなの環境学習というよりも、もう少し

専門的な勉強をしましょうと。それから家庭向けで、家庭でできるエコ活動みたいな学習

も公民館などでやっております。イベント的には環境フェアなどをやっておりますので、

こういったことを引き続き七次総の中でも取り組んでいきたいと考えてございます。 

眞弓委員 

ＥＳＤの話が今出たので。前もちょっと申し上げたと思うんですけど、いないんですよ

ね、教えられる方が。実践できる人が。だからやはり本気でＥＳＤをやっていただけるの

であれば、年に１回か２回講習会をしてもまず無理なので、恒常的に福井県、福井市の教

員の中にそういうことができる人を育てるようなシステムをつくるとかいうかたちで考

えていただかないと。 

そういうＥＳＤ教育ができる人をきちんと手当をして、その人に小中学校の先生方の教

育等を、どういうふうに子どもたちに実際にＥＳＤ教育をやっていくのかということを、

単発じゃなくて少し持続的に入れていくようなことを、もしやっていただければ非常にあ
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りがたいと思いますけどね。 

事務局（石川市民生活部次長） 

いろいろ検討して取り組んでいきたいと思います。 

眞弓委員 

もちろん、福井市がうちの教職大学院に寄付講座を１つつくっていただいて。そういう

（笑）。 

田村部会長 

全国的に指導者がいないということを聞いているので、どこで教育をするのか。 

下畑委員 

もう１つ、すみません。ごみ排出量推移のグラフが出ますけども、これだけを見てもな

かなか、917グラムになりましたけど、こういうレベルなのかがなかなかわかりにくいで

すね。これも前の話とは、測り方を変えたからただ落ちただけで、これは市民への啓発で

落ちたわけではないんですよ、実はね。これは事業系の測り方を変えたんですよね。これ

は私も絡んでいるんですけども。私が要望したのもあるんですけど。それで下がったのが

あって、別に市民が実践して下げたんではないんですよ、実は。そんな話はいいんですけ

ども。 

ただ、下がると何かもういいんじゃないかみたいな。実際そういったことが原因になる

し。917グラムというのが、全国的なレベル、福井市が目指すレベルから見たらどうなの

かなというとこなので、やっぱり横の方にちょっと何か目標とか数値がないと、頑張ろう

というモチベーションにはなかなかならないのかなと思わないでもないですね。 

事務局（山田総合政策室長） 

先ほども言いましたように、ここだけじゃないですけど、評価できるというか、この施

策を取り組む上で何かこれを見ているとちょっとわかるというようなデータにしたいの

で。確かに 900グラムだからどうだっていう話もあるので。こういうごみ関連の資料はい

いかなとは思うんですけど、もう少し工夫しないと、ここにぱっと置いてもわからないな

ということがありますので、またちょっと工夫したいなと思っていますので。 

下畑委員 

資源物と廃棄物の混じっているやつでもね、こんなに混じっているんですよというのも

ありかなと思わなくもない。これは誰が見るかはありますけど、これを出すときに示す資

料によってそれが啓発になればいいですけどね。 

事務局（山田総合政策室長） 

ちょっと下手に適当な資料を出すと誤解されるので、逆に言うとこれ１枚には１つか２

つしか資料を載せられないので、ちょっと吟味して出したいと思います。 

下畑委員 

これだったら、ちゃんと目標も書いてきちんとね。 

事務局（山田総合政策室長） 

目標を書けるかどうかはまた別なんですけど、イメージできるというんですかね、それ

が増えていくことがいいことなのか、減ることがいいことなのかがわかるようにしたいな

と思っていますので。 
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下畑委員 

ごみは大事だと思います。 

西川委員 

１つお聞きしますが。エコについて一生懸命研究しているグループがいろいろあるんで

しょう。例えば太陽光発電から始まって、電気代とか、ガス代とか、灯油代とか、ガソリ

ン代とか、その辺をいかにして少なくするかということで。それと同時に、今ごみについ

ても研究されている部門では、自分の家からは燃えるゴミ、燃えないゴミ、プラスチック

を何キロずつ毎月出しているか、それを去年、おととしに比べて今年はどうなのかという

ふうなことを検討しているグループが、福井でもあると思うんですよね。エコについての。

何かそんなお話をちょっと聞きましたので。いわゆる低炭素型社会の実現のためにという

ふうなことでね。 

田村部会長 

どうでしょうか。 

事務局（石川市民生活部次長） 

参考になるかどうかわかりませんけど、行政側で関わっているのは環境推進会議といっ

たところがございます。そこでいろいろな、例えば「ふくチャリ」は以前やっていまして、

もう本格的に推進しましょうというかたちで、市民生活部の方から逆に離れまして本格的

にやっています。社会実験で、そういうものは環境推進会議の中で初めにやっていただい

ています。 

今年は電動のバイクを試験的にということで社会実験をやりました。次は小さい電動の

自動車かなという話も出ておりますので、そういった部分も社会実験を続けながら研究す

ることもやっておりますので。参考ということでよろしくお願いします。 

田村部会長 

もう１つ、私からですが。ごみの今計画みたいなものは、市でもこれから新しく建てて

いくとかそういうのは。 

事務局（石川市民生活部次長） 

計画のこういったもののお話ですと、もうごみ処理の基本計画というのは昨年度に作り

ましたので、計画自体はそれに乗ってやっていきます。例えばここに載っているごみ排出

量の推移ですと、今は 917グラムですが、平成 31年までに 900グラムまで減らしていき

ます。 

なぜ減らすのがいいかというと、当然ですがごみの処理にお金が掛かる。ただ処理にお

金が掛かるだけではなくて、10 年後には新しいごみの焼却炉をつくっていこうという考

えがございますので、そうなったときにごみが少なければ少ないほど、ごみの焼却炉を建

設する費用が小さくて済むということがございます。少なければ少ない方がいいというこ

とで取り組んでおります。そういった新しい分については、そのことについて新たに違う

計画をまた立ててまいります。 

田村部会長 

ありがとうございます。もう１つ、ちょっとお願いしたいんですが。これからだんだん

紙おむつが増えてきますので、先ほどやっているところが少ないと、全国で４カ所ぐらい

しかないんです。王子製紙ネピアと提携して、がっと乾燥させて、ペレットでお風呂を沸
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かしているというので、その４カ所ぐらいでやっているというんですけど。その機械がも

のすごく高いということなので、ただ乾燥させるだけで、紙おむつも集めないといけない

し、使ってくれるところも見つけないといけないしということで、池田式みたいに、全体

が回ってお金が回る仕組みだと取り組むかもしれませんけど。 

これから一番心配なんですね。これこそ団塊の世代がみんな紙おむつで、もういっぱい

になってしまうと、自宅で見ようというとその自宅の紙おむつというのは、全部燃やすご

みに入れてしまっているんでしょう。 

介護センターは産業の何かで別扱いなんでしょう、事業計画書で。そうすると、一般系

のごみはこっちでまた燃やすでしょう。これから深刻になってくるのかなと思うので。ま

ったくそれには耳を貸さないのか、これからどうしたらいいかというそういうことも、こ

れとは別に、市はどのように動いていくのかということを考えないと。 

自宅で介護すると本当に全部入れますから。水気も含んでいるし、ばい菌や細菌もある

し、生ごみで、だんだん増えるばかりなので。地域の集荷場へ持っていっても、今はまだ

そんなに目立たないけど、これから目立ってきたときに問題になるかなと。その対処をち

ょっとこれから早急に、５～６年あとには考えていかないと。 

眞弓委員 

むちゃくちゃ臭いですし、量が増えたらね。 

田村部会長 

量が増えるから。 

家接委員 

その紙おむつの話ですが。要は介護事業所、介護サービス施設ですね、紙おむつゼロと

いうことで、ゼロにはならないでしょうけど、紙おむつをなるべくなくそうという運動が

ものすごくあるんですね。特に小規模多機能、福井市は非常に絡んでいると思うんですけ

ど、「オアシスプラン」でもうたってあるように、やはり高齢者の方が地域で安心して暮

らせる、そういう方針の下にあると思いますから。 

ただ、私がいつも感じているのは、家族の中でのケア負荷で、もう高齢者になったらそ

ういう事業所へ入ってもらうんだとか、そういう認識をこれからどのように変えていかな

くてはいけないのかわかりませんが、その紙おむつの問題とか、介護保険のこれから先の

非常に不安なところが全て出てくると思うんですよね。非常にその辺が、高齢化問題とこ

ういう問題は関連があって大変だなといつも感じていますので。 

事務局（石川市民生活部次長） 

市民生活部の方から、環境政策面からのお話とさせていただきますが。先ほどの紙おむ

つも含めて、燃やせるごみの中に雑紙のたぐいはだいたい 30％ぐらいあるんです。30％

というと結構な量になります。重量比ですので、当然紙おむつはぬれて重たくなりますの

で、それはそのままの数字で受け取ることは当然できませんが。 

ただ、先ほどの乾燥するということ、そしてペレット状にして燃料にするというような

紙おむつの処理は、トータル的にＣＯ２の排出量が増えるんですか、減るんですかという

話になります。実は現在のクリーンセンターにおいても、燃やして発電をしています。こ

れはバイオマス発電ということになりますので、そのまま燃やした方がいいのかもしれま

せん。その辺はよく研究をして。ただ、部会長がおっしゃったように、コスト面でだいぶ

課題がございますので、その辺は十分研究をさせていただきたいと思っていますので、よ



          第２部会（第３回） 

 

- 18 - 

ろしくお願いします。 

田村部会長 

ありがとうございます。その他、何かございませんでしょうか。環境は一番市民がしな

いと、「市民、企業、団体、行政が連携し」と書いてありますけどなかなか、大手企業さ

んは考えていると思うし、団体で取り組んでいるところもあると思うし。市民は都合が悪

くなると新聞に包んで生ごみを出しますので、どこまで連携してというその辺が。地域に

よってごみを捨てるのは、福井市に住んでいるのと春江や清水町に住んでいるのでは違う

ので、福井市は大変だわといってどこか違うところへ、こっちで減っても、こっちへ持っ

ていっているのではね。そんなのを思いますので。 

あとはよろしいでしょうか、何か文言とか。お気付きのところはございませんか。よろ

しかったら次、政策７の説明をお願いいたします。 

事務局（松田総合政策室主査） 

政策７は防災、防火、防犯に関する政策です。こちらは議論の中で災害が起きたときに

行動できるような人材育成が必要ですとか、災害時の避難に支援が必要な人への対応が必

要というご意見がありまして、施策①に反映しております。また交通事故の増加に関連し

まして、高齢者が関わる事故が増えているという議論もございました。現状の文章の中に

そういう表現で反映しております。また、危険空き家についてのご議論もありまして、施

策③に反映しております。 

こちらのデータにつきましては、左側が救急出場件数の推移になっております。出場件

数も増えておりますし、そのうち 65歳以上の方の搬送件数の割合も増加しております。

その右側は消費生活に関する相談件数の推移を載せております。こちらも、相談件数も増

えておりまして、そのうち 60歳以上の方の割合も増加しています。以上です。 

田村部会長 

ありがとうございました。政策７でございます。安全で安心な消費生活をこちらの中に

入れたということでございます。文章が長いので、ちょっと２～３分ゆっくり読んでいた

だきまして。 

眞弓委員 

よろしいですか。これも「てにをは」というか、文章の言葉遣いがちょっとわかりにく

いのがあって。施策①のところで、例えば「危機管理体制を充実します」、これはまだわ

からないでもないけど、３つ目のポツで「一人ひとりの防災意識を高揚します」とか、そ

の次の「防災力を向上します」とか、ちょっと違うんじゃないかと思うんです。高揚させ

ますとか、高揚を図りますとか、向上させますとか、「します」というとちょっと違うよ

うな気がします。文言としたら、施策②の２つ目のポツのところは「高揚を図ります」と

書いてあるので、たぶんこれの方がいいじゃないかなと。 

ただ、この防火意識と防災意識とで少し意味が違うのかどうかもよくわからないんです

けど。重複といえば重複かもしれないし。 

田村部会長 

ありがとうございます。施策①は地域の防災。 

眞弓委員 

防災意識。 
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田村部会長 

施策②は火災。人命と。 

下畑委員 

消防局の方に質問です。この救急出場件数が年々伸びていますよね。グラフを見るとこ

れは伸びているんだなと思うんですけども、この原因というのはやはり高齢化に伴うもの

なんですか、これは。 

事務局（伊井消防局次長） 

そうですね。 

下畑委員 

これはどういうような案件があるんですか、事案といいますか。 

事務局（伊井消防局次長） 

はやり寝たきりになって運べない。家庭で在宅介護をしていると、寝たきりになります

とどうしても重くて動かせないということになりますので、具合が悪くなると心配になっ

てすぐに 119番をかける。そうすると、病院紹介もできるんですけれども、やはり車では

乗せていけないということになりますと、やはり行ってあげないといけないということで、

救急は出場します。それが生命に関わることであれば、なおさら出場しなくてはならない

ということになりまして。 

以前は、10年、もっと前くらいですか、交通事故がすごく多かったんです。ところが、

このグラフどおり、どんどん高齢者が多くなってきているというのが現状で、伸びてきて

おります。だいたい 8,700件ぐらいですか。それぐらいは走っているようなかたちです。

高齢者は全体の 65％ぐらいを占めているので、またそれを越えるようなかたちでどうし

ても増えていくというのは間違いなく、増えてきた原因はそこにあろうかと思います。間

違いなく、委員さんのおっしゃるとおり高齢者の方が増大しています。 

下畑委員 

今までは交通事故だと思いますけど、在宅で治療されている寝たきりの方たちのそうい

った救急活動が増えてくると、どんどん右肩上がりで増えることになりますよね。 

事務局（伊井消防局次長） 

それから、健康でおられた方でも、こんなことを言うと失礼なんですけれども、お年寄

りの方は倒れるとすぐに骨折をしてしまったり、本当にちょっとしたけつまずきでよろつ

いただけでも足を骨折したり、手を骨折したりしてしまって、どうしてもそういった場面

が多くなっています。また、風邪をひいてもすごく肺炎になりやすい。いろいろなお年寄

り特有の病気的なものがたくさんありまして増えてきているんだと、分析しております。 

 

下畑委員 

その救急体制というのは、評価はしますけど大変ですね。救急車の対応が。 

事務局（伊井消防局次長） 

一応来年の４月からは１隊救急隊を増やして、東分署という市場の方になるんですけど、

そちらの方に分署を１つつくりまして、救急車１台で応対するようなかたちになりますの

で、なおいっそう到着時間とかそういった対応も速くしていきます。全体のキャパは同じ
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ですけれども、救急体制の活動力を上げていけるかというところです。当然そういったと

ころをにらんでの救急体制、活動体制、能力を上げていこうと。そうすれば住民の方が安

心できるかなというところに持っていきたいと思っています。 

下畑委員 

わかりました。 

田村部会長 

今、福井市全体で救急車はどれぐらいあるんですか。 

事務局（伊井消防局次長） 

今８台あります。８台にさらに今、４月から１台。それだけでは、車ですし、頻度が大

きいですからやはり救急車が故障をしたりします。予備車として２台を持っていますから、

全体でいうと 10台あります。４月から９台で稼働します。８台から９台になりますから、

市民にとっては利便が増えているというのは、安心ができているということになると思い

ます。 

田村部会長 

さっきの１台の中に救急救命とか何というか。 

事務局（伊井消防局次長） 

救命士です。 

田村部会長 

その人は、１台に１人は中に。 

事務局（伊井消防局次長） 

乗っています。それを最終的には、そういった救命士というのは半分お医者さんと同じ

ぐらいの現場能力というか、お医者さんにはかないませんが、現場的には応急処置の方法

というのは、今は点滴も打てますし、気道確保や口の中にチューブを入れることもできま

すので、そういった医者的な活動もできます。もちろんその育成も図っていきます。 

ですからそれをここでは施策②の中に「救急活動能力の向上」ということで書いてあり

ますが、技術それから能力、そういったものを上げていこうとしています。 

下畑委員 

今の表はわかりました。大事なことだと思います。 

施策⑤の「交通安全対策を推進する」ですが。確かに高齢者の交通事故が増えていて、

交通安全意識と交通マナーというのはこれ、どちらかといえば市の政策ではなくて、県の

話になってしまうんでしょう。そうでもないですか。市の総合計画の中で、交通安全意識

と交通マナーの向上というのは、どこの部署がどんなふうにするのかちょっと疑問なんで

すが。どうなんですか、交通事故の防止に関しては。県警の話になっちゃうのかなと思い

ますけど。 

事務局（石川市民生活部次長） 

交通安全は市民生活部の、全然名前が違いますけど、まちづくり・国際課というところ

に係りがいまして、交通安全の関係の仕事をしております。現在は警察の方から１名、女

性の方ですが来ていただいていて、交通安全の指導をやっていただいています。当然県も

やっておりますが、活動の量的には、どちらかというと市でそういった活動をやっている
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方が多いです。 

どういった活動をやっているかといいますと、１つは啓蒙活動です。保育園、幼稚園、

小学校などに出向きまして、いろいろな交通安全の指導なんかをやっております。子ども

さん相手ですので、それなりのわかりやすいものをやっております。やまびこクラブとい

うのを聞いたことがあると思うんですが、これは福井市で所管しております。 

他にも、交通指導員が街頭に時々立っていらっしゃる、制服を着ていらっしゃる方もい

らっしゃる。それから各地域で地区の交通安全推進協議会などの団体もございまして、推

協といっていますが、1,000人ぐらいいらっしゃいますので、そういった方にいろいろお

願いして交通安全活動もしています。これらが福井市でやっている内容になります。 

下畑委員 

あんまり目に見えない。私の認識ではどちらかというと県警だったもので。私が小学校

で交通マナー教室をやると、必ず警察の方から婦人警官が来られたので、市の方から呼ぶ

という意識があまりなかったので、ちょっとわからなかったんですが。 

事務局（石川市民生活部次長） 

うちの方もやっております。ショッピングセンターなんかでビラ配りとか。ここに１つ

入っているんですけど、これは福井市の交通安全マスコットで「まもりーね」といいます

（笑）。反射材になっておりまして。こういったものを配ったりして。 

高齢者の交通安全のお話が出ましたが、県警の方は暦年で区切るので年度ではありませ

んが、今のところ 10名の方が福井市でお亡くなりになっておりまして、確かにその半分

の５名が 65歳以上の高齢者となっています。高齢者の交通安全というのも一生懸命やら

せていただいています。 

西川委員 

公民館単位で推進委員がおられますよね。 

事務局（石川市民生活部次長） 

そうです。 

家接委員 

ちょっと戻って悪いんですが、施策①のポツの４つ目、自力での避難が困難な方に対す

る支援ですが。これは要援護者支援制度というのがありまして、危機管理室から来ていた

だいて、私はよく地域でいろいろと説明をしていただいいたわけですが。福井市として各

地域でそういう依頼はよくありますか。あって、体制づくりということでこれは書いてあ

るので、私どももまだ確立ということは難しいんですけど、そういう要請があって説明す

る機会は多いわけですか。 

事務局（大澤危機管理室主任） 

この避難行動の要支援者制度ですが、災害対策基本法の変更に伴いまして制度も一部変

わりまして、今年は市内全地区にこの制度の変更ということで、全部の地区を説明に回ら

せていただきました。その他にも例えば福祉団体の方からの説明要請がございまして、そ

の方にも説明に伺っております。 

この助けていただきたいという申請者なんですけれども、現在のところ 8,000人の方が

申請をされております。補足です。 

田村部会長 
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ありがとうございます。よろしいでしょうかね。 

地域の防災力を高める、自主防災組織は問題でうまいこと出てきて、また自主防災組織

をどれだけ強化していくのかということでいろいろと。 

先だって、危機管理の方じゃないかと思うんですが、民生委員と自治会長と福祉委員と

社協が集まって、情報を共有しましょうといった中に、それだけじゃなくて地域全部で取

り組まないといけないので、私も入らせてくださいと言ったんですけど、危機管理の方か

らはそれしか書類が来てないので、他の人は入れないというんですね。福祉委員も民生委

員もぽつぽつしかいないし。隣近所はやっぱり隣近所で、各種団体に情報をくれというん

じゃなくて、情報はいらないけど会議の中には入れてくれと話をしたんですが、入れてく

れないので（笑）。 

書類のその見出しで、連携してくださいというところに各種団体とかそういうのが入っ

ていなくて、福祉委員や民生委員、自治会長しか入ってないので。皆さんでしてほしいと

通知はしたと言うんですけど、何回も私は社協に言っているんですが、その会合にはまだ

早いとかいって入れてもらえないんですね。 

そういうものを市が出してしまったのかというのが１つ残念です。それと、自主防災組

織は自治会長がトップになっているところや、社協がトップになっているところなどいろ

いろあるので、その辺の勉強会みたいなものが、自主防災組織をつくっていても意識がな

いんじゃないかと思います。その辺の教育をただ「向上を図ります」とかこのようにして

も、なかなか進んでいかないんじゃないかなと思います。地域に住んでいる者が悪いんで

しょうけど、入れてくれと言っても入れてもらえないし、行政はそんな文章を出している

し、どうやって支援体制の推進をしていくのかなというのが、この文章だけではなかなか

わかりにくいので。これからどうしていくのか。 

地域では高齢者が高齢者を助けないといけないようになっているので、いつ起こるかわ

からない災害、お昼は女性しかいない、おばあちゃんしかいないんでしょうから、その辺

のみんなで取り組むような体制をどのように行政が指導していってくれるかというとこ

ろに、これから力を入れていってほしいと思います。 

事務局（山田総合政策室長） 

入ってはいけないとか、その辺はちょっとよくわからないんですが。 

田村部会長 

入れてもらえなかったんです。まだ早いとか言われて。 

事務局（山田総合政策室長） 

ちょっとその辺は、どんな文章かわからないんですけど。 

田村部会長 

１枚のチラシでした。 

平副部長 

名簿の提供者というのがもう規定されていますでしょう。 

事務局（大澤危機管理室主任） 

そうです。名簿を配付される方が、例えば委員会長とか自治会長さんとかに限られては

いるんですね。ただ、その制度自体は「福井市避難支援プラン」というんですが、制度自

体はやはり地区の皆さん全員でその人を助けるという共助という部分からいいますと、や
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はり全員の方で協力してやっていただきたいというのが趣旨でございます。 

田村部会長 

その辺が社協とか民生委員とかに徹底していないんです。情報を渡さないという、その

情報はいらないんですけど、別に。その辺が社協と地区民との間に何か。そういうのがち

ょっとあるので、その伝え方が、名簿はその人たちで共有してください。でも、助け合う

のは皆さんですよと、その辺まで言わないとわからなかったんじゃないかなと思うんです。 

事務局（大澤危機管理室主任） 

個人情報を扱っているということから、神経質になりすぎた部分もあるかとは思うんで

すが。そこはまた内部でそういう事例をちょっと。 

田村部会長 

その辺が。お願いしたいなと思うのと。 

眞弓委員 

救急隊の話もちょっと出たので。私どもの大学は前身が福井医科大学という別の大学で

して、それが当時の吉田郡、今の永平寺町にあったという関係で、永平寺町さんとは救急

隊の方々のトレーニングですとか、いろいろなことを一緒にやらせていただいているんで

す。あるいは逆に、ちょっとその前の段階で自閉症の方や発達障害の話がありましたが、

永平寺町で生まれた子どもさん全部を後追い調査といいますか、生まれてからずっと３歳

まで調査をして、どの時点で、いわゆる自閉症や発達障害の子どもを早期発見できるかと

か、そういう取り組みを自治体と協力してやっています。 

福井市さんは知らん顔に近いといいますか、あまり福井市さんからはそういう声が聞こ

えてこないんですね。われわれの大学の方もマンパワーが不足していますので、仮にその

要望があってもお応えできるかどうかは非常に難しいんですが、その辺でもう少し協力で

きる部分もあるのかなと。 

福井大学の医学部になりましたので、福井大学自体は福井市にありますので、これまで

以上にもうちょっと何か連携できたらと思っています。 

田村部会長 

ありがたい話ですので、ぜひ。何かあるとすぐに救急車を呼びますから。 

事務局（伊井消防局次長） 

救急隊のトレーニングということでお話が委員の方からあったんですが、どういう形態

かわかりませんけれども、一応救急隊につきましては各大手の病院になりますけど、それ

ぞれが症例検討会という場面を、名前はいろいろ違うんですけど、たぶん救急トレーニン

グというのもその部類かなと。私はちょっと勘違いしているのかもわかりませんが。例え

ば県立病院だったり、総合病院だったり、いろいろな場でそれぞれの救急隊が、お医者さ

んとの連携が大事ですから、そういった奨励を研究しながら検討会というのは開いている

ようなかたちです。 

眞弓委員 

全然違います。意味がまったく違います。 

事務局（伊井消防局次長） 

違うんですか。 
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眞弓委員 

救急救命室の要請とかそういうかたちになりますし。もっと実際に大事故が起きたとき

にトリアージを、重症ですぐに運ばなければいけない人とそうでない人をどうやって見分

けるのかとか、そういう話ですから、消防隊の方々が勉強会に参加していただいていると

いうのとは、もうまったく違います。 

事務局（伊井消防局次長） 

わかりました。 

下畑委員 

１点だけ、意見として。さっきの「交通安全対策を推進する」の中に、交通安全意識と

交通マナーの向上、これは今そういった部署があるのはわかりました。もう１点付け加え

てもいいかと思うのは、500円の交通災害共済が廃止になりまして。基金約１億円、これ

を平成 28 年度からでしたか、交通安全対策に使っていくという話ですよね。部署は道路

課やいろいろなところになりますけど。 

それもちょうどこの第七次の実施期間に入ってきますから、交通安全対策の中に、マナ

ーとか意識は当然ですけど、例えば交通標識とか交通事故に遭わないような環境づくりと

いいますか、カーブミラーも１つだし、標識にぶつかったらきれいしたり、いろいろある

と思うんです。そういう交通事故が起きないような環境づくりのために、今この基金１億

円を使うんですから、それも文言として入れてもいいのかなと。文言をどうするかはあれ

で。 

事務局（山田総合政策室長） 

わかりました。 

 

下畑委員 

例えばこの交通安全意識と交通マナーは、全然向上しません。していないです。本当に

福井は交通マナーが悪いなと思います。特に朝方のラッシュ時は、子どもがいても平気で

子どもにクラクションを鳴らす、横断歩道に子どもがいるのに止まらずにぱっと突っ切る

とか。ここの横の横断歩道も、たぶん誰も止まったりしないんでしょうけど。そういった

ところがあって。なかなかこれは向上したとかしないとかはよくわかりませんよね、マナ

ーがよくなったとかは。数字で表せないところがあるので。 

例えば交通標識とか、危険なところにそういう交通対策をきっちりしたというのは、こ

れは県警も絡んできますけど、数字としても把握しやすいので、まだそういったことの方

が前進したと言えるのかなと。改善したというところが。 

事務局（山田総合政策室長） 

ちょっと検討させてください。 

下畑委員 

その所管しているところがありますよね。何をするというか、ありますよね。 

事務局（山田総合政策室長） 

マナーについても、いろいろ高校生の自転車のマナーが悪いとか、向上に向けてピンポ

イントでいろいろやってはいるので、まったく効果がないということもないかなとは思う

んですけど。 
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下畑委員 

そう言ってしまうと申し訳ないですけど。私はいろいろなところへ行くと、本当にいろ

いろな話を聞くものですから。警官が朝立っているときにはいいんだけど、いなくなった

らまた同じようになってしまうとか、いろいろ難しいところがあって、難しいなと思って

いるんですけど。 

眞弓委員 

今おっしゃったとおりで。私は福井へ来たときにびっくりしたのは、横断歩道を渡って

いても車がびゅっと行ってしまうんですね。自分が運転しているときに、横断歩道を子ど

もが歩いてくるから止まると、子どもが頭を下げてくれるんですよ。都会でそんなことは

あり得ない。もし行ったら、すぐ警察に連絡ですよね。あの車のナンバーは何番で、一時

停止せずに行ったと。だから福井は、横断歩道は車が優先だと思っているんですね。それ

は直さないと、横断歩道での事故というのは直らないんじゃないかと。 

下畑委員 

そうですね。横断歩道の事故があるというのは、お年寄りがはねられるのは、通行する

人たちのために車は横断歩道では徐行して左右を確認するという癖が付いてないからで

すね。薄暗いのもあるけど。街灯もあるけど、たぶんね。 

西川委員 

だから黄色なんかまったく青と一緒だもんね。黄色から赤になって初めて止まるんだか

ら。ねえ。 

田村部会長 

これはやっぱり自動車学校、教習所と何か。 

事務局（山田総合政策室長） 

免許更新のときにその辺を重点的に言ってもらうとか。 

田村部会長 

行政の人が言って、厳罰をするとか（笑）。 

下畑委員 

言っていますよ。言っています。 

事務局（山田総合政策室長） 

言っていますよね。 

下畑委員 

ええ。罰金だよって。 

田村部会長 

言っているんですか。 

下畑委員 

言っていますね。言っているけど。 

田村部会長 

教習所も受ける子どもたちが少なくなってきたので、ある程度ちょっとバックは教えな
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いで前だけ行くとか、ちょっとその辺が甘くなってきたんじゃないですか。受かるように

持っていっているんじゃないですか（笑）。 

下畑委員 

今の街灯で明るくするというのも、１つの交通安全対策になるのかどうかわかりません

が。 

事務局（山田総合政策室長） 

そうですね。街灯はいろいろ要望があって。 

下畑委員 

ありますよね。 

事務局（山田総合政策室長） 

交通安全でそういう車道向けの街路灯とかがありますね。 

下畑委員 

だからそういった交通事故が起きないような環境づくり、そういった整備というのを１

つ入れていただけると。これだけでは弱いのかなと。結局また第八次になったときにも、

あまり変わらずに八次に来ちゃったとなるといけないので。 

田村部会長 

今、横断歩道と車との分離の信号機があちこちにできていますね。 

事務局（山田総合政策室長） 

そうですね。 

田村部会長 

どこかの県でね。そういうものは福井にはまだ１カ所。 

事務局（山田総合政策室長） 

福井でも幾つかありますので。 

田村部会長 

赤になっていて、直っすぐ直進に行って、こっちに曲がってというあの信号でもわから

ないので、教習所でそれも新しくなったというのを言っていないのかもしれません。 

事務局（山田総合政策室長） 

そんなことはないと思います（笑）。 

田村部会長 

すーっと行きますから。 

眞弓委員 

観光客が金沢ほど福井は増えていないんですけど、本当に観光客が増えて、それが都会

から来たらけがをしますよ。都会の人は福井で道を歩いたら。 

田村部会長 

わからないからね。 

下畑委員 
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そうですね、けがをするね。 

眞弓委員 

車が止まりませんから。 

下畑委員 

止まりませんものね。 

眞弓委員 

車が止まってくれると思って、横断歩道を渡りますから。だから前に言いましたが、え

ち鉄の乗車マナーが悪すぎるから、えち鉄のアテンダントの女の子は、そんな切符を売る

暇があったら、態度の悪い、こんなことをして座っているやつはみんな注意して回った方

がよほどいいと思っているんですけど。それはしてくれないんですけど（笑）。 

ああいうのはやっぱり観光客が増えたときに福井の恥になるので。そういうことはちょ

っと直していくようなかたちにした方がいいと思うんですよ。自分たちだけで暮らしてい

る間はいいんですけど、外からの人が増えればやはり。 

事務局（山田総合政策室長） 

おもてなし運動もやろうと、「つるつるいっぱいのおもてなし」運動をやっていますの

で、そういう面でも大事かなと。貴重なご意見だと思います。 

田村部会長 

マナーは個人のことだから、なかなか難しいですね。 

下畑委員 

数字で表すのが難しいですからね。施策の中に入れること自体。 

事務局（山田総合政策室長） 

今問題のあるようなところを、地道にそういうターゲットを絞ってやっていくというと

ころが大事かなと思いますので。 

田村部会長 

見つけたら現場ですぐ通報できるような何かがあるといいんじゃない。 

眞弓委員 

それこそ市政協力員みたいなやつでね。 

事務局（山田総合政策室長） 

最近スマホですぐに写真が撮れますから、送るとかね。 

田村部会長 

携帯が鳴ったら、交差点でも、関係なしにちょっと止まりますから。そこは止まったら

だめだろうというところでも、すっと止まって電話を聞いていますから、やっぱりどこで

教育するか。 

眞弓委員 

駐車違反を取り締まるのはできるでしょう、警察官じゃなくても。ああいう格好で委嘱

できるということはないんですか。できないんですか。１つ取り締まったら 1,000円とか

いうのは（笑）。 
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事務局（山田総合政策室長） 

何か違反があったときの通報システムみたいなものがもしあれば、証拠としてスマホの

写真でも送れるような仕組みがあるとかね。その辺は警察とも相談しないといけないこと

だろうと思いますので。 

眞弓委員 

新幹線を誘致して仮に来たとして、本当に観光客が増えるかどうか私はよくわかりませ

んが、金沢のように仮に増えれば、やはりそれまでにもうちょっと都会の人に通用するよ

うなマナーをしておかないと。別に都会の人がみんなマナーがいいわけじゃないんですけ

ど、少なくとも列に並んだり、あるいは横断歩道の渡り方とか、特に車が止まるとか、そ

ういう点はやはり結構都会の方はマナーがいいので。 

下畑委員 

福井の場合は、信号機のない横断歩道は危ないです。危険なんです。 

田村部会長 

危険なんですか。 

下畑委員 

だから信号機のない横断歩道を付けると、反対に危険になっちゃうということがあるん

です。 

田村部会長 

消費生活の方はこれでよろしいですか。今交通安全に行きまして、消費生活は。だまさ

れている人がどんどん増えているという数字になっているんですが。賢い消費者を育成し

ますと団体でもやっているんですけど、なかなか。新手、新手が出てきまして、高齢者が

だいぶだまされるとかいって。高齢者じゃなくてもだまされるので。本当にその辺の情報

の提供を、新しい情報をどのようにして高齢者とか各家庭に流すかという。 

下畑委員 

こういう手口があるんだよという。 

田村部会長 

メールとかそんなのは若い人はわかるけど、高齢者はわかりませんから。集会のときに

集まりに出てくる人はだまされないんですね。うちにじっといる高齢者がだまされるんで

しょう、やっぱり。その辺をどのように見つけていくか、それが地域の地域力になってく

るんでしょうけども。 

地域力がまだ付いていないから、隣の人は知らん顔をして、あのおばちゃんはいつもう

ちにいるんだわと思っていて、ことんとだまされていたということになってしまうのかな

と思うので。うちにいる高齢者をいかに引っ張ってくるかという、デイサービスもその辺

のところが難しいのかなと思いますが。元気な人は放っておいても出てきますから、いい

んですけど。 

下畑委員 

今、福井市が詐欺防止の電話を付けたんですよ。 

田村部会長 

そうですね。いいのを貸してもらえる。 
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下畑委員 

なかなかあんまり。評判はどうですかね、詐欺防止の電話。 

事務局（石川市民生活部次長） 

100 台用意させていただきまして、実際にもう七十何台は付けて。申し込まれて実際に

付けたけども、やっぱり外してくれという方もいらっしゃって。そういった方を除いて、

今実際に付けて運用させていただいているのが 70台以上はあります。 

さらに、別のところで市長がおっしゃっていましたけども、電話の録音装置ということ

で、まだ若干余裕があるということで受け付けもしております。そのおうちに電話をする

と、録音しますと必ずアナウンスが流れるので、それが防止になるんですけれども、逆に

それが嫌という方がいらっしゃって。それが若干難しいんですが。 

下畑委員 

まともに電話した人が嫌がっちゃうという。詐欺じゃなくて、本当に電話をした人がか

けにくくなってしまいますね。 

眞弓委員 

すみません、これはどこに入るかなんですけど、いわゆるブラックバイトの相談ですね。

福井大学のことしか知りませんが、結構本当にアルバイトをしないと学生生活を送れない、

遊びのためじゃなくて学生を続けるためにバイトをしなければいけないという学生さん

が非常に増えているのがあります。それで、ブラックバイト、何でそんなのを辞めないの

か、何で文句を言わないのかと結構普通の人は思うんですけど、実際にはそのように生活

が追い込まれているので、なかなかそういう対応を取れない学生が増えています。 

大学の中にもそういう相談室をつくって対応しようという格好で進めていますが。大学

というのはうちの大学だけじゃないですから、市の方も何かそういうものがあるんですか。 

事務局（山田総合政策室長） 

それは聞いたことはないですね。 

田村部会長 

若者が引っ掛かってしまう。 

眞弓委員 

というか、本当に結構律儀なんです、子どもたちが。 

田村部会長 

無理に仕事に行かなきゃいけなくなって、学校に行けなくなったというのは聞いたこと

があるんですね。その企業はずっとバイトが長いので、結構きついので、辞めると言えな

いのでということは聞いたことがあるんです。 

眞弓委員 

大学は大学で対応するんですけど、そんな窓口をつくったりとかいう格好で。 

田村部会長 

そういうのは聞いたことがあります。あそこはブラック企業だというのは。学生をいじ

めていると。 

眞弓委員 
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高校生なんかも案外あるんじゃないかと思うんですけどね。高校生はたぶん相談する場

所がないんじゃないかな。 

下畑委員 

これは県ですかね。 

 

事務局（山田総合政策室長） 

ちょっと今はっきりは。労働基準監督署みたいな、あそこだと一番いいと思うんですが。 

眞弓委員 

ただ、そこはちょっと子どもたちにすると敷居が高いんですよ。市役所の何でも市民相

談所みたいな、何でも相談部門とかそういうかたちのところの方が、まだ敷居が低いんじ

ゃないかなと思います。労働基準監督署とかいうとちょっと。 

事務局（山田総合政策室長） 

市民相談室はあるんですが、そこもなかなか、若い方が来れるかなというようなところ

もあるので。気軽に電話で聞けるとか、相談できるとか。 

 

眞弓委員 

しなければいけないことは山ほどあるので、なかなか全部はできないとは思うんですけ

ど。福井でも結構問題になってきているように思いますね。東京ほどのことはないとは思

いますけど。 

事務局（山田総合政策室長） 

定義も難しいですよね、ブラックバイトという。 

田村部会長 

子どもたちの中では、あそこの企業に行ってはだめだとかいう話はしていますけど。 

事務局（山田総合政策室長） 

福井でもあるんですかね。 

田村部会長 

アルバイトのやり方が最初と全然違うとかいって、そういうのがあるんですが。ちょっ

と大人が気を付けて、眞弓委員がおっしゃったみたいな、相談にいらっしゃいというそう

いうところがあれば。 

事務局（山田総合政策室長） 

ちょっと今はっきり答えられないので、ご意見を伺いましてまた市で対応を。 

田村部会長 

近くのおばちゃんたちが聞けばいいんでしょうけど。 

事務局（山田総合政策室長） 

市とか関係機関でどういう対応ができるかみたいなところは、ちょっと考えさせてもら

います。 

田村部会長 
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またお願いします。他にございませんでしょうか。どんどん時間がなくなりますけど。 

この政策７は、一人住まいの高齢者とかそういうものも全部関わってきますね。福祉の

方でもね。１人でいるとやっぱり掛かってきますので。これからは。 

下畑委員 

見守り活動ですね。 

３. まとめ 

田村部会長 

政策７はよろしゅうございますか。 

そろそろ時間が来ましたので、まず振り返りまして。政策４では、施策④で担当職員の

配置があるといいなと、その辺のことを考えてくださいということで反映していただくよ

うに。第１部会と重ならないようにしてもらえればいいですけど。 

政策５では、いろいろな文言のご意見を頂いたので、そこも訂正とか調整とかを次のと

きにお願いしたいと思っています。施策③の高齢者の生涯のところでは、地域包括ケアの

ことで具体的にどうなるかというのもちょっと入れてほしいと。施策④は就労が関係して

くるのではないかというご意見を頂きましたし、施策⑤では眞弓委員から、「生活困窮に

至る前」じゃなくて前段階など、いろいろな文言の訂正をお願いいします。 

政策６では、施策①の良好な生活環境のところで、街路樹の維持管理はこれだけにとど

めずに常に進化していくような、増やしていくようなことの意見がありましたので、訂正

をお願いします。あとはエコについてのことなど。全部に関してデータを入れ直して、比

較できるようなデータを挙げてほしいということでございます。 

政策７では、施策①で「～します」「向上します」というと、行政がしなきゃいけない

ことになるので、そうではなく、施策②に書いてある「図ります」などの文言の方がいい

のではないかというご意見を頂きましたので、その辺はまた調整をお願いいたします。施

策④の交通安全のところでは、基金を使うことをここに出してしまうとまた大変なんでし

ょうが、ハードの整備の中へ入れてくださいと。そういうことですね、下畑さん。 

下畑委員 

そうですね。交通安全のハード整備ですね。 

田村部会長 

そういう整備をしていくと。 

下畑委員 

環境整備をね。 

田村部会長 

環境整備をしてほしいということで。 

たくさんのご意見を頂きましてありがとうございます。今回頂いたご意見をまた反映し

て、事務局で修正をしていただきまして、そして１月に予定しております調整会議で報告

をいたします。その内容については部会長、副部会長の方に一任していただけますと非常

に助かるので、承認をよろしいでしょうか、一任していただいて。 

一同 

はい。 
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田村部会長 

皆さんの意見は精いっぱい今聞いていただきましたので、行政の方でもまた修正などを

していただけると思いますので。ご一任くださいましてありがとうございます。 

事務局から何かございましたら。 

 

事務局（山田総合政策室長） 

私の方から。今日はお忙しいところをお集まりいただきまして、ありがとうございます。

いろいろ貴重なご意見を頂きました。いろいろ直したいと思いますので、よろしくお願い

します。 

政策の専門部会を４つ、第３回目をやっていただきまして、それぞれ一定の方向性は出

たのなかと思っています。今後につきましては、部会長も言われましたが、今度調整会議

を１月に開かせてもらって、個々の政策それぞれすり合わせをしてバランスを取っていた

だきます。 

そして、そもそもこの七次総合計画をどう全体としてまとめていくかというような、特

に審議会の眞弓会長、田村副会長を中心にそんな話も次回の調整会議ではしていきたいと

思います。将来都市像とか、目標とか、そもそもどういう課題でこの七次総合計画を作っ

てという、七次総合計画とは何かみたいな、全体のまとめ方も含めて話もさせてもらった

上で、そういう案を作って委員の皆さんにはまた審議をしていただきたいと思っています。

それでまとまれば年度内に答申をいただきたいと思っています。 

今日で終わりではないので、まだ引き続きいろいろご協力をいただきたいと思います。

本日はどうもありがとうございました。 

 

４. 閉会 

田村部会長 

本日はこれで終了とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

                                 （以  上） 
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